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特集１地上デジタル放送

平成23年１月

平成23年７月

平成23年
７月25日〜

アナログ放送は映りません
※表示内容、表示形式、時期等は今後検討される予定
ですので、実際の画面とは異なる場合があります。

総務省地デジコールセンター
０５７０（０７）０１０１（ナビダイヤル）
０３（４３３４）１１１１（ナビダイヤルがつながらないとき）

　平日午前９時〜午後９時、土・日曜日、祝日午前９時〜午後６時
総務省神奈川県テレビ受信者支援センター（デジサポ神奈川）
０４５（６３３）９５５０

　平日午前９時〜午後６時

地上デジタル放送の相談はこちらへ

アナログテレビ放送の今後の画面のイメージ
　
現
在
、
視
聴
し
て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
十
一
年
）
七
月
二
十
四
日
で
終
了

し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
ま
で

あ
と
二
年

ご覧のアナログテレビ放送は
2011年７月24日に停止します。
デジタル受信の準備をお願いします。

〈お問い合せ〉
○○○テレビ視聴者センター

XXXX−XXX−XXX
総務省地上デジタルテレビジョン放送
受信相談センター

0570−07−0101
午前9時〜午後9時
（土日祝）午前9時〜午後6時

アナログ

ご覧のチャンネルは、7月で終了します…
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特集１ 地上デジタル放送

※①②についてはＵＨＦアンテナが新たに必要となる場合があります。

地上デジタル放送対応のテレビ
に買い換える

地上デジタルチューナーや地上デ
ジタルチューナー内蔵録画機器を
買い足す

地上デジタル放送に対応済みのケー
ブルテレビで視聴する

①地デジの魅力を十分に
　楽しみたい人

②手軽に地デジを見たい人

③ケーブルテレビで見る人

　地上デジタル放送を視聴するには、以下のような方法があります。

このような話には注意
その１
　家電量販店を名乗る男が
「デジタルテレビの受信調
整を行う」と言って家に上
がり込み、テレビ調整を済
ませたように見せかけ、そ
の代金を請求。

その２
　高齢者宅を男が突然訪
れ、「総務省推進事務局」
と書かれた名刺を渡し、
「地上デジタル放送を見ら
れるようにする」と言って
家に上がり込み、テレビを
点検し、工事代金を請求。

地上デジタル放送を見るには

で
あ
な
た
を
だ
ま
す

地
デ
ジ

詐
欺
に
注
意

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対

応
を
口
実
と
し
た
詐
欺
や
悪
質

商
法
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対

応
で
、
総
務
省
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
、
テ
レ
ビ
局
、
電
力

会
社
等
が
お
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
手
数

料
、
前
金
、
申
込
金
と
い
っ
た

も
の
も
一
切
存
在
し
ま
せ
ん
。

対
処
法

●
運
転
免
許
証
か
ら
訪
問
者
の

名
前
、
住
所
、
免
許
番
号
の
メ

モ
を
取
る
。
（
偽
造
名
刺
に
は

注
意
）

●
頼
ん
で
い
な
い
用
件
や
知
ら

な
い
用
件
、
一
方
的
な
用
件
は
、

は
っ
き
り
断
る
。

●
疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
要
求

を
さ
れ
て
も
、
自
分
の
判
断
で

お
金
を
払
わ
な
い
。

●
絶
対
に
部
屋
に
上
が
ら
せ
な

い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

に
関
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の

勧
誘
を
受
け
た
り
、
代
金
請
求

を
受
け
た
り
し
た
場
合
は
、
総

務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

警
察
署
、
町
消
費
生
活
相
談
、

茅
ヶ
崎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

町
消
費
生
活
相
談

と
き　

毎
週
月
、
木
曜
日
（
休

日
を
除
く
）
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
（
受
け
付
け
は
午
後
三
時

ま
で
）

町
民
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
７
２
住
民
協
働
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

茅
ヶ
崎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
き　

毎
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
九
時
三
十

分
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
役
所
本
庁

舎
一
階
（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
一

ノ
一
ノ
一
）

（
８
２
）
１
１
１
１
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　皆さんの前年度の所得などを基に、それぞれ年間の保険料が決定しました。年間の保険料
については７月から順次通知します。
　各制度は皆さんが納めた保険料で運営しています。保険料は納期内に必ず納めましょう。

〈国民健康保険・長寿（後期高齢者）医療制度について〉
保険年金課 （７４）１１１１内線１２４国保・高齢者医療担当FAX（７４）５６１３

〈介護保険について〉
高齢介護課 （７４）１１１１内線１５４介護保険担当FAX（７４）５６１３

平成21年度の保険料が決まりました

国
民
健
康
保
険

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

介
護
保
険
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特集２ 保険料が決まりました

保
険
料
の
納
め
方

　

す
で
に
仮
の
保
険
料
（
四
〜

六
月
分
の
保
険
料
）
を
お
知
ら

せ
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
今
回

決
定
し
た
年
間
の
保
険
料
か
ら

仮
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
残

額
を
七
月
か
ら
平
成
二
十
二
年

三
月
ま
で
の
九
カ
月
間
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

仮
の
保
険
料
が
年
間
の
保
険

料
を
上
回
っ
て
い
た
場
合
は
、

差
額
を
返
金
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
世
帯
に
は
後
日
通
知
し
ま

す
。

〈
納
付
書
、口
座
振
り
替
え
で
納

め
る
場
合
〉

　

七
月
〜
平
成
二
十
二
年
三
月

分
を
九
回
分
に
分
け
、
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〈
年
金
天
引
き
で
納
め
る
場
合
〉

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
、

四
〜
八
月
ま
で
の
間
に
納
め
る

仮
の
保
険
料
を
年
間
の
保
険
料

か
ら
差
し
引
き
、
そ
の
残
額
を

十
月
、
十
二
月
、
二
月
の
三
回

に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
し

ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
よ
り
年
金
か
ら

の
天
引
き
で
納
め
て
い
た
だ
く

世
帯
に
つ
い
て
は
、
決
定
通
知

に
同
封
す
る
七
〜
九
月
分
の
納

付
書
で
三
カ
月
分
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。
十
月
分
以
降
の
保
険

料
は
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
は
、
現

在
、
国
民
健
康
保
険
料
を
納
付

書
で
納
め
て
い
て
、
次
の
す
べ

て
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
が
対
象

で
す
。

●
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
時
点
で
、
世
帯
の
国
保
加
入

者
全
員
が
六
十
五
〜
七
十
四
歳

の
世
帯
（
世
帯
主
が
七
十
四
歳

以
上
の
世
帯
は
除
く
）

●
年
間
十
八
万
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
て
い
て
、
介
護
保
険

料
と
国
民
健
康
保
険
料
の
合
計

額
が
年
金
受
給
額
の
二
分
の
一

を
超
え
な
い
世
帯

●
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
世
帯

※
町
で
は
口
座
振
り
替
え
で
国

民
健
康
保
険
料
を
納
め
て
い
る

場
合
、
年
金
か
ら
は
天
引
き
し

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
未
納
が
あ

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

加
入
者
の
前
年
の
所
得
や
固

定
資
産
税
額
な
ど
に
応
じ
て
、

世
帯
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
・
介
護
分
の
三
区
分
で
保

険
料
を
計
算
し
ま
す
。
介
護
分

は
、
四
十
〜
六
十
四
歳
ま
で
の

被
保
険
者
が
対
象
で
す
。

　

三
区
分
を
四
つ
の
計
算
項
目

で
計
算
し
、
合
算
し
た
金
額
を

世
帯
主
に
請
求
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
の
料
率
に
つ
い
て

は
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
減
額

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
人

に
対
し
、
保
険
料
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
（
左
表
参

照
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

国民健康保険料　４つの計算項目
●所得割　加入者の所得に応じて計算
●資産割　加入者の固定資産税に応じて
計算
●均等割　加入者の人数に応じて計算
●平等割　一世帯ごとに計算
※年間の保険料の上限額は69万円です。

（医療分47万円、後期高齢者支援金分12
万円、介護分10万円）

保険料の減額
減額の条件 減免の内容 減免の区分

⑴前年中の世帯の所得金額が次にあてはまる場合

法　定

①所得金額が33万円以下の場合　 均等割額・平等
割額を６割減額

②所得金額が33万円＋24万５千円×（世帯主を除く
加入者数＋旧国民健康保険加入者数）以下の場合
※旧国民健康保険加入者とは75歳になり、国民健康
保険から長寿医療制度の対象となった人のことです。

均等割額・平等
額割を４割減額

⑵世帯における国民健康保険加入者が長寿医療制度の
対象者になったことにより、世帯内の加入者が１人と
なった場合（世帯の構成が変更になった場合などは、
変更した翌年度から対象外）

平等割額を５年
間、５割減額

⑶社会保険の本人が、長寿医療制度の対象となり、被
扶養者だった人が国民健康保険に加入した場合

２年間、所得割額・
資産割額を免除、
均等割額・平等割
額を５割減額 申　請

　災害などにより、生活が著しく困難になった人、またはこれに準ず
る人の保険料を減免します。この減免は納期限の７日前までに申請を
してください。詳しくはお問い合わせください。

※減免の区分が法定となっている減額は決定通知を送付した時点で、すでに減額して
ありますので、特に手続きは必要ありません。
※⑴-②と⑶に重複して該当している場合、⑶が優先となります。町で把握している⑶
に該当する人には６月中旬に減額申請書を送付しました。ただし、前年度に申請をし
た人は特に手続きは必要ありません。
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特集２保険料が決まりました

国民健康保険
長寿医療制度
夜間納付相談

　通常の業務時間以外に、次の

日程で納付相談を受け付けます。

　納め忘れた保険料の納付もで

きますので、この機会にぜひご

利用ください。

とき　７月13日（月）〜17日

（金）午後７時まで

ところ　保険年金課

保
険
料
の
納
め
方

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
め

て
い
る
人
に
は
、す
で
に
仮
の

保
険
料（
四
・
六
・
八
月
分
の
保

険
料
）を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
今
回
決
定
し
た
年
間
の
保

険
料
か
ら
仮
の
保
険
料
を
差
し

引
い
た
残
額
を
十
月
、十
二
月
、

二
月
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
以
外
の
人
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
り
替
え
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
納
付
書
、口
座
振
り
替
え
で
納

め
る
場
合
〉

　

七
月
〜
平
成
二
十
二
年
三
月

分
を
九
回
分
に
分
け
、納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

七
月
以
降
に
加
入
し
た
人
は

加
入
し
た
月
か
ら
計
算
し
ま
す
。

〈
年
金
天
引
き
で
納
め
る
場
合
〉

　

十
月
、十
二
月
、二
月
の
三
回

で
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

納
入
通
知
書
で
十
月
分
以
降
の

保
険
料
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

年
度
途
中
で
被
保
険
者
と

な
っ
た
人
や
転
入
し
て
き
た
人

で
、納
付
書
と
天
引
き
の
併
用

に
な
る
人
に
は
、十
月
以
降
の

特
別
徴
収
額
の
お
知
ら
せ
と
同

時
に
七
〜
九
月
分
の
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て
計

算
す
る
所
得
割
額
と
加
入
者
が

均
等
に
負
担
す
る
均
等
割
額
で

決
定
し
ま
す
。
保
険
料
額
は
前

年
所
得
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、広

域
連
合
内
で
は
同
額
と
な
り
ま

す
。（
上
表
参
照
）

保
険
料
の
軽
減
・
減
額

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
人

に
対
し
、保
険
料
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。（
下
表
参

照
）

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

長寿医療制度　２つの計算項目
●所得割　加入者の所得に応じて計算
平成20年中の総所得金額−基礎控除（33万円）
×所得割率（7.45％）
●均等割　39,860円（一律）
※年間の保険料の上限額は50万円です。

保険料の減額
減額の条件 減免の内容 減免の区分

⑴前年中の所得金額が次にあてはまる場合

法　定

①世帯内の被保険者全員と世帯主の所得金額の合計
が33万円以下

本年度に限り均
等割を８．５割
減額

②①の被保険者のうち、被保険者全員が年金収入80
万円以下で、ほかの所得がない世帯の人

本年度から均等
割を９割軽減

③世帯内の被保険者全員と世帯主の所得金額の合計
が33万円＋24万５千円×【世帯主を除く被保険者
数】以下

本年度も均等割
を５割軽減

④世帯内の被保険者全員と世帯主の所得金額の合計
が33万円＋35万円×【被保険者数】以下

本年度も均等割
を２割軽減

⑵賦課のもととなる所得金額が58万円以下 所得割額を５割
軽減

⑶社会保険などの扶養になっていた人
本年度も均等割
額 を ９ 割 軽 減
（延長）

　災害などにより、生活が著しく困難になった人、またはこれに準
ずる人の保険料を減免する制度があります。詳しくはお問い合わせ
ください。

申　請

※減免の区分が法定となっている減額は決定通知を送付した時点で、すでに減額して
ありますので、特に手続きは必要ありません。
※賦課のもととなる所得金額とは平成20年中の総所得から33万円を引いた額です。
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特集２ 保険料が決まりました
　

六
十
五
歳
以
上
の
人
に
納
め

て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
は
、

こ
れ
ま
で
の
六
段
階
か
ら
九
段

階
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
の
段
階
は
、前
年
の

所
得
等
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま

す
。（
左
下
表
参
照
）

　

四
十
〜
六
十
四
歳
の
人
は
、

各
健
康
組
合
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
、加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
を
通
じ
て
納
め
ま
す
の
で
、

本
人
が
直
接
介
護
保
険
料
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
方

　

す
で
に
仮
の
保
険
料（
四
〜

六
月
分
の
保
険
料
）を
お
知
ら

せ
し
て
い
る
人
に
は
、今
回
決

定
し
た
年
間
の
保
険
料
か
ら
仮

の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
残
額

を
七
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
三

月
ま
で
の
九
カ
月
間
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
が
送
付
さ
れ
な
い
人

は
口
座
振
り
替
え
か
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
切
り
替
わ
る
人
で

す
。

〈
納
付
書
、口
座
振
り
替
え
で
納

め
る
場
合
〉

　

七
月
〜
平
成
二
十
二
年
三
月

分
を
九
回
分
に
分
け
、納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〈
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
場
合
〉

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

に
は
、納
付
書
は
送
付
し
ま
せ

ん
。

　

こ
の
場
合
、四
〜
八
月
ま
で

の
間
に
納
め
る
仮
の
保
険
料
を

年
間
の
保
険
料
か
ら
差
し
引
き
、

そ
の
残
額
を
十
月
、十
二
月
、二

月
の
三
回
に
分
け
て
年
金
か
ら

天
引
き
し
ま
す
。

介
護
保
険
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

　

ま
た
次
の
人
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
納
付

書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ

い
。

①
年
金
の
額
が
年
額
十
八
万
円

（
月
額
一
万
五
千
円
）未
満
の
人

②
老
齢
福
祉
年
金
の
み
受
給
し

て
い
る
人

③
年
金
給
付
が
差
し
止
め
な
ど

に
な
っ
て
い
る
人

④
新
た
に
六
十
五
歳
に
な
っ

た
人
・
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
町

に
転
入
し
た
人（
①
〜
③
に
該

当
し
て
い
な
け
れ
ば
、翌
年
四

月
に
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
変

更
）

65歳以上の人の介護保険料（平成21年度～23年度）
寒川町基準額は、48,840円（年額）です

段　階 対象者 保険料 年　額

第１段階
生活保護受給者、市町村民
税世帯非課税で老齢福祉年
金受給者

基準額× 0.50 24,420 円

第２段階

市町村民税世帯非課税で前
年の公的年金等収入金額と
合計所得金額の合計額が
80 万円以下の人

基準額× 0.50 24,420 円

第３段階
市町村民税世帯非課税で第
２段階以外の人

基準額× 0.75 36,630 円

第４段階

市町村民税本人非課税、世
帯課税で前年の公的年金等
収入金額と合計所得金額の
合計額が 80 万円以下の人

基準額× 0.90 43,950 円

第５段階
市町村民税本人非課税、世
帯課税で第４段階以外の人

基準額× 1.00 48,840 円

第６段階
市町村民税本人課税（前年
の合計所得金額 200 万円
未満）

基準額× 1.25 61,050 円

第７段階
市町村民税本人課税（前年
の合計所得金額 200 万円
以上 400 万円未満）

基準額× 1.50 73,260 円

第８段階
市町村民税本人課税（前年
の合計所得金額 400 万円
以上 800 万円未満）

基準額× 1.60 78,140 円

第９段階
市町村民税本人課税（前年
の合計所得金額 800 万円
以上）

基準額× 1.70 83,020 円

※ 保険料は、介護保険事業計画の見直しに応じて、３年ごとに設定され
ます。
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からのお知らせ町

あなたも町政に参画してみませんか
各種審議会等の委員の募集

　次の審議会等の委員について、各分野に興味のある人、運営について積極的にかかわってみたい人を募集します。

共　　通　　事　　項
任期　平成21年９月１日〜23年３月31日
※（仮称）広域リサイクルセンター整備推進委員会は委嘱の日〜平成24年３月31日
応募資格　次のすべての要件を満たしていること
　①町に１年以上在住、在勤、在学の満20歳以上であること
　②任期開始日時点で、町のほかの審議会等の委員でないこと
　③行政機関の職員または町議会議員でないこと
　④任期開始日までの５年間に今回応募する審議会等の公募委員を務めていないこと
申し込み　７月31日（金）までに必要事項を記入した所定の申込書と小論文を各担当課等へ直接、郵
送、ファクスまたはＥメールで（締め切り日必着）
※申込書は、各担当課等、役場ロビー案内、２階情報公開コーナー、各公民館等、寒川総合図書館、
町ホームページで配布しています。
選考方法　選考委員会で申込書および小論文により行い、結果は文書で通知します。

募集する審議会等

審議会等の名称 審議会等の概要 募集人数 年　　間
開催回数

報　酬
（謝礼）

小論文テーマ
（400字程度）

問い合わせ
（担当課等）

（仮称）広域リサ
イクルセンター整
備推進委員会

茅ケ崎市と共同で整備す
る（仮称）広域リサイク
ルセンターについて意見
を述べ、整備にかかる事
業の推進および課題等に
ついて検討

１人 ４回 記念品 資源のリサイ
クルについて

環境課 （７４）
５ ６ １ ９ 広 域 リ
サ イ ク ル セ ン
ター整備担当 FAX
（７４）５５９４

次世代育成支援行
動計画地域協議会

子育てしやすいまちづく
りのために町の次世代育
成支援対策行動計画を策
定し推進

１人 ４回 記念品
次代を担う子
どもたちのた
めの、あなた
の考え方

子 育 て 支 援 課
内 線 １ ４ ３ 子 育
て 支 援 担 当 F A X
（７４）５６１３

まちづくり推進会議
町自治基本条例に基づく
協働のまちづくりに関し
て調査、協議

１人 ３回 日　額
8,700円

あなたにとっ
て開かれた町
政とは（1,200
字以内）

町 民 課 内 線
１ ７ １ 住 民 協 働
担当 FAX（７４）
５６１３

さむかわ男女共同
参画プラン推進協
議会

町の男女共同参画社会実
現のために必要な施策等
を調査、検討

３人 ５回 年　額
5,000円

あなたが実践
する男女共同
参画について
（ 1 , 2 0 0 字 以
内）

町 民 課 内 線
１ ７ １ 住 民 協 働
担当 FAX（７４）
５６１３

美化センター運営
委員会

美化センターの運営に関
し必要な調査および審議 １人 ２回 日　額

8,700円

美化センター
におけるし尿
および浄化槽
汚泥の適正処
理について

美 化 セ ン タ ー
（７４）３３４１
FAX（７４）３３
５１

生涯学習推進会議
生涯学習活動の支援およ
び推進に関し、広く町民
の意見を反映する

１人 ２回 記念品 生涯学習につ
いて

生涯学習課 内線
５ ３ ２ 生 涯 学 習
担当 FAX（７５）
９９０７
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からのお知らせ町

相
　
模
　
川

東海道新幹線

目久尻川

J
R
相
模
線

倉
見
駅

旭が丘
中学校

旭保育園

小谷小学校

寒川ホーム

湘風園

ふれあい
センター

旭小学校

子育て
サポート
センター

子育て
サポート
センター

福祉事業
センター

町営
プール
町営
プール

寒川小学校寒川小学校

北部文化福祉会館

寒川総合体育館寒川総合体育館

キリン
ビバレッジ

寒川町
役場
寒川町
役場 町民センター町民センター

寒
川

駅

宮
山
駅

寒川
神社

寒川病院

健康管理
センター
健康管理
センター

の

　

広
報
さ
む
か
わ
五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
ル
ー
ト
（
仮

称
北
ル
ー
ト
・
仮
称
東
ル
ー
ト
・
仮
称
南
ル
ー
ト
）
に
引
き
続
き
、
バ
ス
停
の
位
置
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
調
整
し
、
バ
ス
停
の
名
称
や
運
行
本
数
、
運
行
時
間
等
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
新
し
い
時
刻
表
な
ど
を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
新
し
い
運
行
内
容
へ
の
変
更
は
、
当
初
八
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

ル
ー
ト
新
設
の
手
続
き
等
に
よ
り
、
九
月
下
旬
ご
ろ
に
な
る
予
定
で
す
。

企
画
政
策
部
（
７
４
）１
１
１
１
内
線
２
３
２
企
画
調
整
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

kikaku@
tow

n.sam
ukaw

a.kanagaw
a.jp

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ル
ー
ト
等

（仮称）北ルート　バス停数　27カ所
※新たに設置するバス停番号
　⑥⑧��

（仮称）東ルート　バス停数　25カ所
※新たに設置するバス停番号
　④⑨⑮⑯

（仮称）南ルート　バス停数　25カ所
※新たに設置するバス停番号
　③〜�

あなたが名付け親

コミュニティバスの
愛称を募集

　より親しまれるコミュニティバ
スになるような愛称を募集します。
募集期間　８月10日（月）まで
提出方法　任意の用紙に愛称と名
付けの理由、住所、氏名を記入
して企画調整担当へ郵送か直接、
ファクスまたはＥメールで

が
決
ま
り
ま
し
た

　　（仮称）北ルート

　　（仮称）東ルート

J
R

相
模
線

小
出
川

相
模
川

寒川
中学校

一之宮小学校

南小学校

寒川高校

寒川総合
図書館

寒川町役場

寒
川

駅

①

②

③
④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪

⑫

⑬

⑮

⑭

⑯
⑰
⑱

⑲

⑳

�
�

�

�

�

①
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮⑯
⑰

⑱ ⑲

⑳

�

�
�

�
�

②

③

④⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭⑮⑯

⑰
⑱

⑲

⑳

�

�

�

�

�
�

�

　　（仮称）南ルート
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からのお知らせ町

を

の

保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
者
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

以
下
に
該
当
し
て
い
る
場
合
、

保
険
料
が
全
額
免
除
あ
る
い
は

一
部
納
付
（
四
分
の
三
免
除
・

半
額
免
除
・
四
分
の
一
免
除
）

に
な
る
制
度

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
が
三
十
歳
未
満
で
、

申
請
者
本
人
、
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
以
下
に
該
当
し
て
い
る
場

合
、
納
付
期
間
が
猶
予
さ
れ
る

制
度

国
民
年
金
　
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

も
く
せ
い
号
　
売
却

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は

一
般
競
争
入
札
を
実
施

対
象
期
間　

い
ず
れ
の
制
度
も

七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で

　

平
成
二
十
二
年
七
月
ま
で
に

申
請
し
た
人
は
平
成
二
十
一
年

七
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
・
猶
予
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
納
付
さ
れ
て
い
る
保

険
料
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
厚
生
年
金
等
に
加
入
さ

れ
て
い
る
場
合
で
も
、
該
当
す

る
期
間
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
天
災
、
失
業
の
場
合
に
は
、

特
例
と
し
て
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
平
成
二
十
年
中
の
収
入
の
わ

か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
確

定
申
告
書
の
控
え
な
ど
）
●
印

鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）
●
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
雇
用
保
険
者
離
職
票
等

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
、コ
ピ
ー
可
）

※
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
保
険
料
免
除
、
若
年

者
納
付
猶
予
の
申
請
を
し
た
場

合
は
、
平
成
二
十
年
七
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

そ
の
該
当
期
間
の
年
金
受
給
額

が
減
額
に
な
る
な
ど
、
該
当
内

容
に
よ
っ
て
受
給
要
件
の
適
用

が
変
わ
り
ま
す
。

法
定
免
除
制
度

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、共

済
年
金
か
ら
一・二
級
の
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人
は
届
け
出

　

公
用
中
型
バ
ス
「
も
く
せ
い

号
」
を
こ
の
度
、
廃
止
し
売
却

し
ま
す
。

〈
物
件
説
明
会
〉

と
き　

七
月
十
七
日
（
金
）
午

後
一
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

〈
入
札
〉

と
き　

七
月
三
十
一
日
（
金
）

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
（
午
後

一
時
三
十
分
受
け
付
け
開
始
）

と
こ
ろ　

町
役
場
三
階
会
議
室

〈
入
札
物
件
〉

登
録
番
号　

湘
南
22
な
４
８

に
よ
り
全
額
免
除
と
な
る
法

定
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
１
２
３
年
金
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

初
年
度
登
録
年
月
日　

平
成
八

年
八
月
一
日

走
行
距
離　

二
十
二
万
六
千
二
百

二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
平
成

二
十
一
年
六
月
十
二
日
現
在
）

　

詳
し
い
内
容
は
、
防
災
安
全

課
、
役
場
案
内
に
あ
る
町
有
物

件
一
般
競
争
入
札
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
２
５
５
管
財
担
当

FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

定額給付金・子育て応援特別手当

申請期限は10月21日（水）
忘れずに申請を！！

し
ま
す
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からのお知らせ町

を

募
集
予
定
人
員　

●
事
務
職　

若
干
名
●
技
術
職
（
土
木
）　

若
干
名
●
消
防
職　

若
干
名

受
験
申
込
用
紙
配
布
期
間　

八

月
三
日（
月
）〜
十
四
日（
金
）

受
け
付
け
期
間　

八
月
十
日

（
月
）〜
十
四
日（
金
）

受
け
付
け
時
間　

午
前
八
時
三

十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
正

午
〜
午
後
一
時
は
除
く
）

第
一
次
試
験
日　

九
月
二
十
日

（
日
）

受
験
案
内
・
申
込
用
紙
配
布
場

所　

総
務
課
（
郵
送
で
の
取
り

扱
い
は
行
い
ま
せ
ん
）

申
し
込
み　

同
課
へ
本
人
が
直

接
総
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
２
１
５
職
員
担
当
FAX

（
７
４
）
９
１
４
１

　

町
で
は
「
人
に
や
さ
し
い 

地
域
に
や
さ
し
い　

町
民
す
べ

て
が　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

思
い
や
り
の
あ
る　

福
祉
の
ま

ち　

さ
む
か
わ
」
を
基
本
理
念

と
し
た
町
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

二
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
画
の
中
間
年
を

迎
え
、
推
進
調
整
会
議
や
見
直

し
検
討
委
員
会
で
、
現
在
の
情

勢
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
に
見

直
す
た
め
審
議
を
重
ね
、
改
訂

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

町
職
員
募
集

町
地
域
福
祉
計
画
　
改
訂

町
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

重
点
取
り
組
み
を
位
置
づ
け

募集内容
職　種 試験区分 受験資格

事務職

大学卒 昭和54年４月２日から
昭和63年４月１日の間に生まれた人

短大卒 昭和56年４月２日から
平成２年４月１日の間に生まれた人

高校卒 昭和58年４月２日から
平成４年４月１日の間に生まれた人

技術職
（土木）

大学卒 昭和49年４月２日から
昭和63年４月１日の間に生まれた人

短大卒 昭和51年４月２日から
平成２年４月１日の間に生まれた人

高校卒 昭和53年４月２日から
平成４年４月１日の間に生まれた人

消防職

大学卒 昭和59年４月２日から
昭和63年４月１日の間に生まれた人

短大卒 昭和61年４月２日から
平成２年４月１日の間に生まれた人

高校卒 昭和63年４月２日から
平成４年４月１日の間に生まれた人

　

改
訂
版
で
は
二
十
二
年
度
ま

で
の
二
年
間
で
「
緊
急
時
に
お

け
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
」
、

「
健
康
づ
く
り
の
支
援
」
、

「
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対

応
」
を
重
点
的
に
取
り
組
む
事

と
し
ま
し
た
。

　

今
回
完
成
し
た
町
地
域
福
祉

計
画
改
訂
版
は
、
福
祉
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

福
祉
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
１
福
祉
総
務
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　道路、水路の不法占用は
禁止されています　

　道路、水路の通行などの妨げになる行為は、事故などを引き

起こす原因となり、大変迷惑です。

　みんなでマナーを守り、人にやさしい安全な公道にするため

に次のことは避けましょう。ご協力をお願いします。

○常時、車を駐車したり、花のプランターなどの所有物を置い

　たりすること

○許可なく物を設置したり、商品を陳列したりすること

○境界を出て草木を茂らせること

○土砂や廃物を積み上げたり、散乱させたりすること

○境界を出て畑などの土を流出させること

道路課 （７４）１１１１内線３１１道路管理担当 FAX
（７５）９９０６
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からのお知らせ町

と

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

知
っ
て
い
ま
す
か

　

母
子
家
庭
等
の
児
童
や
障
害

の
あ
る
児
童
の
生
活
を
支
援
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
基
準

以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書

類
は
世
帯
の
状
況
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定

を
図
り
、
自
立
を
促
す
た
め
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
を
育
て
て
い
る
母
ま
た
は
養

育
者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

所
ま
た
は
里
親
に
預
け
ら
れ
て

い
る

○
母
が
男
性
と
同
居
（
事
実

婚
）
し
て
い
る
（
通
っ
て
い
る

状
態
も
含
む
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
・
重
度
の
知
的
障
害
ま
た

は
身
体
障
害
等
の
あ
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る
父
、

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
し
ま

す
。

支
給
額　

重
度
障
害
児
一
人
に

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児

童○
父
の
生
死
が
不
明
な
児
童

○
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

○
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

○
父
母
が
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
な
ど
）

支
給
額　

第
一
子　

月
額
四
万

千
七
百
二
十
円
。
第
二
子
は

五
千
円
、
第
三
子
か
ら
は
三
千

円
加
算
し
ま
す
。

支
給
期
間　

児
童
が
満
十
八
歳

に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
（
児
童
が
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
二
十

歳
未
満
ま
で
）

※
対
象
と
な
ら
な
い
主
な
事
例

○
母
ま
た
は
児
童
が
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

つ
き
月
額
五
万
七
百
五
十
円
、

中
度
障
害
児
一
人
に
つ
き
月
額

三
万
三
千
八
百
円

※
対
象
と
な
ら
な
い
主
な
事
例

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る

○
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
て

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

子
育
て
支
援
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
４
３
子
育

て
支
援
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

児童扶養手当の所得制限

扶養親族
等の数　

平成20年分所得
請求者（母または養育者） 配偶者・扶養義

務者・孤児等の
養育者　　　　全部支給 一部支給

0人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満
1人 570,000円　　 2,300,000円　　 2,740,000円　　
2人 950,000円　　 2,680,000円　　 3,120,000円　　
3人 1,330,000円　　 3,060,000円　　 3,500,000円　　
4人 1,710,000円　　 3,440,000円　　 3,880,000円　　

特別児童扶養手当の所得制限

扶養親族
等の数　

平成20年分所得
請　求　者 配偶者・扶養義務者

0人 4,596,000円未満 6,287,000円未満
1人 4,976,000円　　 6,536,000円　　
2人 5,356,000円　　 6,749,000円　　
3人 5,736,000円　　 6,962,000円　　
4人 6,116,000円　　 7,175,000円　　

※所得額から社会保険料控除額（一律８万円）、その他医療控除等を
差し引いた金額です。

住民基本台帳閲覧者一覧
（平成20年４月１日〜平成21年３月31日）

　住民基本台帳法第11条および第11条の２第12項の規定
に基づき、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表
します。

閲覧年月日 閲覧者
（受託者） 委託者 閲覧目的 閲覧対象 人　数

 ６月11日 弁護士
市川悦子

債権差押の第三
債権者の特定

倉見670番地１
在住 ４人

 ７月29日 ㈱エス
ピー研

神奈川県県民部
広報県民課長 県民ニーズ調査 20歳以上（一之

宮5丁目） 20人

 ９月11日 ㈳新情報
センター

日本司法支援セ
ンター

日常生活の困りご
とに関する調査

20歳以上（宮山
933番地から） 14人

 ２月19日 ㈳新情報
センター

内閣府政策総括
官（共生社会政
策担当）付参事
官（少子高齢化
対策第２担当）

高齢者の生活実
態に関する調査

60歳以上（宮山
2099番地から） 14人

 ３月６日 ㈳中央
調査社

ＮＨＫ放送文化
研究所
世論調査部長

全国接触者率調
査（テレビの見
られ方などにつ
いて）

平成14年12月末
日までに生まれ
た人（岡田6丁
目、7丁目）

12人

町民課 （７４）１１１１内線１７３戸籍住民担当FAX
（７４）５６１３
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からのお知らせ町

平成20年度　下半期の財政事情
　町の財政がどのように運営され、どのような状況にあるのかを町民の皆さんに広く知っていただくた
め、６月と12月に財政状況を公表しています。
　今回は平成20年10月１日から平成21年３月31日まで（平成20年度下半期）の概要をお知らせしま
す。詳しくは町ホームページに掲載しています。
　事業には完成が年度末になる場合があり、その収入・支出は、翌年度の４月１日から５月31日までの
期間（出納整理期間）で行われます。したがって、３月末時点を基準とする今回の数値では、その分が未
収入・未支出となりますので、決算額とは異なります。

企画政策部 （７４）１１１１内線２４１財政担当FAX（７４）９１４１

予算の状況
　平成20年度下半期の一般会計の予算額は159億1,510万円となりました。これに平成19年度から繰り越し
た寒川駅北口地区土地区画整理事業費などの３億408万円を加えると、３月末日時点で予算現額は162億
1,918万円になります。
　また特別会計は、国民健康保険事業が50億8,580万円、老人保健事業が２億3,044万円、後期高齢者医療
事業が５億2,916万円、下水道事業が18億1,650万円、介護保険事業が20億5,972万円、（仮称）健康福祉総
合センター用地取得事業が７億8,216万円となっています。

一般会計の収入（収入済額　149億9,258万円）

一般会計の支出（支出済額　122億8,408万円）

一般会計と特別会計
　一般会計とは、町民の皆さんの生活
に深い福祉、教育、道路など幅広い範
囲の事業を行う会計です。これに対
し、特定の収入で特定の事業（国民健
康保険・下水道など）を行う会計を特
別会計といいます。

会計別の執行状況　　　　　　　　　　　  （単位：万円）
会計名 20年度予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

一般会計 162億1,918 149億9,258 92.4 122億8,408 75.7
特別会計 105億378 101億4,765 96.6 92億5,880 88.1

（
内
訳
）

国民健康保険事業 50億8,580 50億1,778 98.7 46億2,561 91.0
老人保健事業 ２億3,044 ２億3,863 103.6 ２億2,288 96.7
後期高齢者医療事業 ５億2,916 ４億9,092 92.8 ４億5,492 86.0
下水道事業 18億1,650 18億3,517 101.0 16億2,717 89.6
介護保険事業 20億5,972 18億2,909 88.8 15億9,216 77.3
（仮称）健康福
祉総合センター
用地取得事業

７億8,216 ７億3,606 94.1 ７億3,606 94.1

合　計
（一般会計＋特別会計） 267億2,296 251億4,023 94.1 215億4,288 80.6

単位を万円としているため一部、千円単位を四捨五入などしています。

町税　94億5,988万円（63.1%）

民生費
32億4,026万円（26.4%）

土木費
24億6,879万円
（20.1%）

総務費
14億9,144万円
（12.1%）

教育費
13億9,897万円
（11.4%）

衛生費
12億9,037万円
（10.5%）

公債費
12億2,670万円

（10.0%）

繰越金　9億4,511万円（6.3%）

消防費　5億5,021万円（4.5%）
労働費　1億6,380万円（1.3%）

農林水産業費　1億344万円（0.9%）

国庫支出金　6億9,293万円（4.6%）
繰入金　5億3,566万円（3.6%）

県支出金　4億5,182万円（3.0%）
その他　6億8,193万円（4.5%）

財産収入　7億6,313万円（5.1%）

議会費　2億89万円（1.6%）
商工費　1億4,921万円（1.2%）

町債　6億2,970万円（4.2%）
地方消費税交付金　4億7,360万円（3.2％）

諸収入　3億5,881万円（2.4%）
（　）内は構成比　　　

（　）内は構成比　　　
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い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
挑
戦

ご
み
の
な
い
相
模
川
を
目
指
そ
う

虫
歯
ゼ
ロ
で
歯
ッ
ピ
ー

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
の
手
で

　
六
月
十
三
日
、

寒
川
総
合
体
育

館
で
子
ど
も
ま

つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日

参
加
し
た
の
は
、

町
内
在
住
の
小

学
生
三
百
二
十

人
。

　
子
ど
も
た
ち
は
午
前
中
、
缶
積
み
、

ビ
ー
玉
う
つ
し
、
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、
輪
投

げ
な
ど
八
つ
の
種
目
か
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
に
挑
戦
。
午
後
は
レ

　
五
月
三
十
一
日
、
神
川
橋
下
流
側
の
相

模
川
河
川
敷
で
相
模
川
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
に
あ
わ
せ
て

行
っ
た
清
掃
活
動
の
一
環
で
、
町
内
の
自

治
会
や
団
体
な
ど
あ
わ
せ
て
千
七
百
十
五

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
め
た
ご
み
は
約
一
･
五
ト
ン
。

「
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、
年
々
ご
み
は

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ご
み
の
な
い
相
模
川

に
な
る
と
い
い
」
と
参
加
者
の
一
人
は
話

  

六
月
七
日
、
寒
川
総
合
体
育
館
で
歯

科
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
茅
ケ
崎
歯
科
医
師
会
が
虫
歯

菌
の
顕
微
鏡
検
査
を
し
た
り
、
唾だ

液え
き

能

力
検
査
を
し
た
り
と
普
段
は
分
か
ら
な

い
口
の
中
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
歯
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
普
段
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
健
康
を
保
つ

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
相
談
に
訪
れ
た
人
は
家
族
連
れ
な
ど

　
六
月
七

日
、
さ
む

か
わ
中
央

公
園
西
側

の
県
道
相

模
原
・
茅

ケ
崎
線
の

歩
道
で
、

花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
日
ご
ろ
か
ら

活
動
し
て
い
る
地
域
の
各
団
体
や
町
内
三

中
学
校
の
生
徒
有
志
お
よ
び
町
が
募
集
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
計
百
六
十
六
人
。

ク
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
、
「
今
日
は
友
達
と

一
緒
に
来
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
種
目
に

挑
戦
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
百
三
十
五
人
。

　
歯
み
が
き
指
導
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
正

し
い
歯

の
磨
き

方
や
歯

磨
き
の

楽
し
さ

な
ど
を

教
わ
っ

て
い
ま

し
た
。

町立寒川東中学校からは生徒
24人が参加

いくつ缶を積み上げられたかな

４種類の花、3,300
株を植えました

はしを使ってビー玉う
つし

一人でちゃんと磨けるかな

拾ったごみの内訳
可燃ごみ　640キログラム
資源ごみ　140キログラム
不燃ごみ　800キログラム

　
約
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で

歩
道
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
花
が
大
き
く

な
っ
た
姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
」
と
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
約
半
年
間
、
成
長
し
た
花

が
歩
道
を
彩
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
す
。
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譲ります
▶座卓▶運動靴・長靴▶女児洋服▶レーザーディスクソフト
▶大人用自転車▶ロッキングチェア（オットマン付き）▶応接４
点セット▶パソコン台▶プリンター▶OAデスク▶布オムツ・オム
ツカバー▶マタニティ用洋服▶全自動洗濯機
求めます

▶さくら幼稚園男児制服一式▶双子用ベビーカー▶子ど
も乗せカゴ付き自転車▶女児用自転車▶ぶらさがり健
康器▶アップライトピアノ▶相和幼稚園女児制服（夏）▶洋裁
用ボディ▶自転車（２件）▶女児服▶旭が丘中学校女子制服

（夏）▶さくら幼稚園女児制服一式

【平成21年６月16日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けします。
情報は町のホームページにも掲載しています。不用品
の取引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間
は３カ月です。なお最新情報はお問い合わせください。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

　現在視聴している地上アナログ放
送が終了するのはいつでしょう。

① 2011年６月24日
② 2011年７月24日
③ 2011年８月24日

　住みよい環境を守り育てるまちづくり条例の中で、禁止
されていることはごみのポイ捨てです。正解は①でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
工藤伸子さん（小谷）／柳沼ひさ子さん（一之宮）／石川照子さん（小動）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきにクイズの答えと今月号の感想を
書いて７月17日（金）までに〒253−0196寒川町役場広
報情報課クイズさむかわ係へお送りください。

3,452人	 111.4人/日
（前月比 0.5 人 / 日増）

3,555人	 114.7人/日
（前月比 11.5 人 / 日減）

5月の

コミュニティバス

利用状況

有効利用の 掲示板

町
消
防
操
法
大
会
結
果

　
当
日
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

（
六
チ
ー
ム
出
場
）
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
（
十
二
チ
ー
ム
出

場
）
の
二
部
門
の
操
法
を
行
い

ま
し
た
。

　
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
は
各
分

団
の
消
防
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
二

本
伸
ば
し
、
放
水
し
ま
す
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
エ
ン

ジ
ン
式
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を

一
本
伸
ば
し
、
放
水
し
ま
す
。

　
的
が
倒
れ
る
と
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

自動車ポンプ操法の様子

大
会
の
結
果

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

団
体
賞

最
優
秀
賞
　
第
二
分
団
Ａ

優
秀
賞
　
第
八
分
団
Ａ

優
良
賞
　
第
七
分
団
Ａ

個
人
賞
（
分
団
名
）

指
揮
者
　
高
波
信
幸

　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
Ａ
）

一
番
員
　
渡
部
寛

　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
Ａ
）

二
番
員
　
山
根
正
平

　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
Ａ
）

三
番
員
　
長
瀬
裕
三

　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
Ａ
）

四
番
員
　
守
屋
浩
章

　
　
　
　
　
（
第
二
分
団
Ａ
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

団
体
賞

最
優
秀
賞
　
第
一
分
団
Ａ

優
秀
賞
　
第
九
分
団
Ａ

優
良
賞
　
第
十
分
団
Ｂ

優
良
賞
　
第
五
分
団
Ａ

優
良
賞
　
第
十
分
団
Ａ

優
良
賞
　
第
四
分
団
Ａ

個
人
賞
（
分
団
名
）

指
揮
者
　
門
田
幸
弘

　
　
　
　
　
（
第
十
分
団
Ａ
）

一
番
員
　
末
木
寛
浩

　
　
　
　
　
（
第
九
分
団
Ａ
）

二
番
員
　
村
田
裕
嗣

　
　
　
　
　
（
第
一
分
団
Ａ
）

三
番
員
　
矢
尻
尚
之

　
　
　
　
　
（
第
十
分
団
Ａ
）

敬
称
略

　
六
月
七
日
、
さ
む
か
わ
中
央
公
園
で
第
四
十
一
回
町
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
消
防

分
団
（
全
十
分
団
）
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

消防分団一覧
分団名 地　区

第１分団 田　端
第２分団 一之宮
第３分団 大　曲
第４分団 岡　田
第５分団 小　谷
第６分団 小　動
第７分団 宮　山
第８分団 倉　見
第９分団 大　蔵
第10分団 中　瀬
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平
和
展
で
の
参
加
団
体

　
８
月
25
日
（
火
）
か
ら
30
日

（
日
）
ま
で
開
催
す
る
平
和
展
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

〈
発
表
会
〉

と
き
　
８
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
（
展
示
は
25
日

（
火
）
か
ら
）

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
町
内
の
平
和
推
進
団
体

（
政
治
・
宗
教
団
体
は
除
く
）

内
容
　
日
ご
ろ
の
活
動
報
告
や
活

動
内
容
の
展
示
な
ど

申
し
込
み
　
７
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
町
民
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
同
課
へ
直

接※
採
用
に
つ
い
て
は
後
日
決
定

し
、
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

町
民
課

内
線
１
７
２
住
民
協

働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

さ
く
ら
ん
ぼ
俳
句

　
姉
妹
都
市
「
寒
河
江
市
」
の
全

国
さ
く
ら
ん
ぼ
俳
句
大
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

投
句
　
内
容
は
自
由
、
さ
く
ら
ん

ぼ
を
詠
ん
だ
も
の
歓
迎
（
作
品
は

未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
二
句
ま

で
）

投
句
方
法
　
７
月
14
日
（
火
）
ま

で
に
広
報
情
報
課
に
あ
る
投
句
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同

課
へ
郵
送
か
直
接

表
彰
　
特
選
、
秀
逸
、
佳
作
に
賞

状
と
記
念
品
（
受
賞
者
に
通
知
）

広
報
情
報
課

内
線
２
２
２
広

報
統
計
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

ビ
ジ
ネ
ス
体
験
隊
隊
員

　
普
段
、
体
験
す
る
機
会
が
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
お
も
し
ろ
さ
、
大
変

さ
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

と
き
　
８
月
19
日
（
水
）
〜
22
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
茅
ケ
崎
市
役
所
（
茅
ケ

崎
市
茅
ケ
崎
１
ノ
１
ノ
１
）
ほ
か

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
５
・
６

年
生
で
４
日
間
す
べ
て
参
加
で
き

る
人
　
10
人
／
抽
選

　（仮称）健康福祉総合センター
建設用地（役場南側）について、
より一層の有効利用を図るため、
広報さむかわ５月号で町民の皆
さんからアイデアを募集しまし
た。現在、その意見を踏まえて
検討しています。
　その間、用地の一部を町役場
および寒川総合図書館・寒川文
書館の駐車場として利用できる
ようになりました。
　ぜひご利用ください。

防災安全課 内線２５５管財
担当 FAX（７４）９１４１

（仮称）健康福祉総合センター建設用地の一部を
町役場、寒川総合図書館・寒川文書館の駐車場として利用できます

内
容
　
●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
●
会

社
設
立
●
資
金
調
達
●
仕
入
れ
●

商
品
作
り
●
宣
伝
販
売
な
ど

費
用
　
３
０
０
０
円
（
４
日
間
の

昼
食
代
等
、
初
日
に
徴
収
）

申
し
込
み
　
７
月
17
日
（
金
）

ま
で
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
学
校
名
、
学
年
、
年
齢
、

性
別
お
よ
び
保
護
者
の
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
産
業
振
興
課

へ
郵
送
か
直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
E
メ
ー
ル
で

産
業
振
興
課

内
線
２
８
４

商
工
観
光
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８

３
３

sa
n

sin
@

to
w

n
.sa

m
u
ka

w
a

.

ka
n

a
g

a
w

a
.jp

郵便番号〒253-0196
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さ
む
か
わ
ふ
れ
あ
い
塾

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
で
は
、
放
課
後
の
児
童
の
居

場
所
と
し
て
「
さ
む
か
わ
ふ
れ
あ

い
塾
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
放

課
後
、
各
小
学
校
の
体
育
館
等
を

利
用
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
学
年

を
超
え
て
楽
し
め
る
場
所
と
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
ふ
れ
あ
い
塾
で
は
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
見
守
り
を
す
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
に
は
謝
礼
と
し
て
商

品
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
、
資
格
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。
詳
し
い
内
容
や
場
所
、
時

間
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
５

青
少
年
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

文
化
祭
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
町
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
祭
に
行
き

た
く
な
る
、
参
加
し
た
く
な
る
よ

う
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー（
標
語
で
は

な
い
簡
潔
な
表
現
の
宣
伝
文
句
）

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
７
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館
等

に
あ
る
応
募
用
紙
か
は
が
き
に
、

作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
同
課
へ
郵

送
か
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
、
採
用

さ
れ
た
人
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
目
久

尻
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
者

　
目
久
尻
川
を
み
ん
な
の
手
で
き

れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。
　

と
き
・
と
こ
ろ
　
①
７
月
18
日

（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
ご
ろ
　

旭
橋
〜
久
保
田
橋
②
８
月
15
日

（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
ご
ろ

寒
川
大
橋
〜
宮
山
大
橋
③
９
月
19

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
ご
ろ

宮
山
大
橋
〜
寒
川
橋

集
合
場
所
　
①
旭
橋
②
③
中
里
公

園
さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
町
役
場
環
境
課
）

内
線
４
２

１
環
境
保
全
担
当
FAX
（
７
４
）
１

３
８
５

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
　
宮

向
井

０
８
０
（
１
０
８
９
）

７
１
２
３
（
当
日
の
み
）

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
会
員
と
し
、
一
般
家
庭

や
企
業
な
ど
か
ら
の
仕
事
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

主
な
仕
事
　
●
植
木
の
剪せ
ん

定て
い

や
ふ

す
ま
の
張
り
替
え
●
マ
ン
シ
ョ
ン

の
清
掃
●
施
設
の
受
け
付
け
業
務

●
各
種
包
装
●
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

指
導

対
象
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
の
目
的
趣
旨
に
賛
同
す
る

人

費
用
　
２
０
０
０
円（
年
度
会
費
）

〈
入
会
説
明
会
〉

　
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
た
め
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
22
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者

　
（財）
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
一
律
10
万
円
（
沖
縄
は

５
万
円
）
で
、
16
地
域
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（財）
日
本
遺
族
会

０
３
（
３
２

６
１
）
５
５
２
１
内
線
３
６
５
６

事
業
課
事
業
係

母
子
・
父
子
家
庭
と
の

交
流
会
参
加
者

と
き
　
８
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
寒
川
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ
ウ
ル

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
人
　

30
人

内
容
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

費
用
　
大
人
　
４
５
０
円
、
高
校

生
以
下
　
３
０
０
円
（
靴
代
等
、

当
日
徴
収
）

申
し
込
み
　
７
月
27
日
（
月
）
ま

で
に
担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
へ
電
話
で

●
南
部
地
区
　
天
利
（
７
５
）

０
０
６
８
●
東
部
地
区
　
三
留

（
７
５
）７
２
３
４
●
北
部
地
区 

能
條
（
７
５
）０
０
３
６

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
楽
し
い
花
火

　
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花
火
。

花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な

い
場
所
と
時
間
に
行
い
、
後
始

末
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
花
火
遊
び
の
マ
ナ
ー
を

守
り
、
子
ど
も
た
ち
が
や
け
ど

や
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
大

人
も
楽
し
い
花
火
の
遊
び
方
を

指
導
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７

５
）
８
０
０
２
予
防
担
当
FAX

（
７
５
）
８
０
８
０

監修　嵐山光三郎
出版社　リブリオ出版

すし

　「すし」と聞くと、どんな料理を思い浮かべますか。江
戸前、ちらし、押しずしなど、時代と地域によって具も形も
さまざま。そんな「すし」にかかわる思い出やうんちくを佐
野洋子、池波正太郎、阿刀田高、幸田文など著名作家24人
が語り尽くします。大きな活字で読みやすい本です。

寒川総合図書館発信

この本、知ってる？
本棚のだ〜なの

大
だい

活
かつ

字
じ

本
ぼん
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楽
し
い
紙
芝
居

　
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
紙
芝

居
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
８
月
１
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
寒
川
町
公
民
館

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）
０

０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

お
は
な
し
広
場

　
小
学
生
向
け
の
紙
芝
居
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
25
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

小
学
生
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
を
身
に
つ
け
よ
う
。

と
き
　
８
月
21
日
（
金
）
〜
22
日

（
土
）
１
泊
２
日

と
こ
ろ
　
愛
川
ふ
れ
あ
い
の
村

（
愛
川
町
）

対
象
　
小
学
４
〜
６
年
生
で
事
前

研
修
に
必
ず
出
席
で
き
る
人
　
50

人
／
抽
選

費
用
　
１
７
０
０
円（
食
事
代
等
）

〈
事
前
研
修
〉

と
き
　
８
月
４
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

申
し
込
み
　
７
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
、
「
小
学
生

リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

し
て
生
涯
学
習
課
へ
郵
送
で
（
締

め
切
り
日
必
着
）

※
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
連
名
可
。

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
１
青

少
年
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

小
学
生
料
理
教
室

　
食
事
作
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
お

う
。

と
き
　
８
月
７
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
　
30

人
／
先
着
順

費
用
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん
、
上
履
き
、
水
筒

申
し
込
み
　
７
月
13
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
２
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

小
学
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

〈
ち
び
っ
こ
ク
ラ
フ
ト
教
室
〉

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
れ
を
作
ろ
う
。

と
き
　
８
月
８
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋

〈
親
子
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
〉

　
親
子
で
楽
し
く
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
８
月
23
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

対
象
　
親
子
　
10
組
／
先
着
順

講
師
　
長
間
真
由
美
さ
ん
　
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

で※
教
室
終
了
後
、
カ
レ
ー
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。

〈
こ
ど
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
〉

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
基
本
の
動
き

と
遊
び
を
混
ぜ
て
練
習
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
20
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

講
師
　
石
川
拡
美
さ
ん
　
Ａ
Ｆ
Ａ

Ａ
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル

〈
こ
ど
も
手
芸
教
室
〉

　
す
て
き
な
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
。

と
き
　
８
月
５
日
（
水
）
〜
７
日

（
金
）（
全
３
回
）午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

講
師
　
橋
口
節
子
さ
ん
　
町
手
工

芸
愛
好
会
会
員

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式

〈
ち
び
っ
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
〉

　
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
を
作
ろ
う
。

と
き
　
８
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

対
象
　
小
学
生
　
25
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

費
用
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
タ
オ
ル

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

と
こ
ろ
　
い
ず
れ
も
南
部
文
化
福

祉
会
館

申
し
込
み
　
７
月
16
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
費
用

を
持
っ
て
直
接
（
費
用
を
要
す
る

教
室
の
み
）

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
な
ど
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
７
月
18
日
、
25
日
の
土
曜

日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線

５
４
２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７
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お
琴
に
親
し
も
う
教
室

と
き
　
７
月
31
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
２
〜
６
年
生
　
10
人
／

抽
選

講
師
　
碓
井
由
希
子
さ
ん
　
町
立

旭
が
丘
中
学
校
邦
楽
部
指
導
講
師

ほ
か

申
し
込
み
　
７
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

環
境
学
習
講
座

　
夏
休
み
に
環
境
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

と
き
・
集
合
場
所
　
８
月
５
日

（
水
）
午
前
８
時
40
分
　
役
場
中

庭
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
東
京
ガ
ス
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
館
（
横
浜
市
鶴
見
区
）

※
役
場
か
ら
バ
ス
で
行
き
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生
　
25
人
／
先
着
順

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲

み
物
、
乗
り
物
に
酔
い
や
す
い
人

は
酔
い
止
め
薬

申
し
込
み
　
７
月
10
日
（
金
）
か

ら
24
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
環
境

課
へ
電
話
か
直
接

環
境
課

内
線
４
２
１
環
境
保

全
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

寒
川
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
理
科
教
室

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
作
り
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
７
月
31
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
30
人
／
先
着
順

（
保
護
者
の
見
学
可
）

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
科
学
探
検
隊

隊
長
ほ
か

費
用
　
９
５
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
単
三
電
池
２
本
、
筆
記

用
具
、
は
さ
み
、
作
品
を
入
れ
る

袋※
参
加
賞
あ
り
。

申
し
込
み
　
７
月
11
日
（
土
）
か

ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

こ
ど
も
工
作
教
室

と
き
　
①
７
月
30
日
（
木
）
②
８

月
６
日
（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
各
20
人
／
先
着

順内
容
　
①
貝
殻
と
ビ
ー
ズ
で
風
鈴

モ
ビ
ー
ル
を
作
る
②
貝
殻
と
紙
粘

土
で
ル
ー
ム
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作

る持
ち
物
　
①
木
工
用
接
着
剤
、
持

っ
て
い
る
人
は
ビ
ー
ズ
、
作
品
を

入
れ
る
袋
②
木
工
用
接
着
剤
、
絵

の
具
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
作
品
を

入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
①
７
月
16
日（
木
）午

前
９
時
か
ら
②
７
月
23
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直

接
北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
健
康
体
操
や
簡
単
な
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
４
日
〜
９
月
22
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
１

時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
等

申
し
込
み
　
７
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
か
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
３
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き
・
内
容
　
●
７
月
28
日（
火
）、

30
日（
木
）パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法

●
８
月
４
日
（
火
）、
６
日
（
木
）
文

書
作
成
（
ワ
ー
ド
）
●
８
月
11
日

（
火
）、
13
日
（
木
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（
メ
ー
ル
）（
全
６
回
）い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
55
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
等

費
用
　
５
０
０
０
円（
受
講
料
な
ど
）

申
し
込
み
　
７
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

陶
芸
教
室

　
自
分
な
り
の
皿
や
茶
わ
ん
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
７
月
31
日
、
８
月
７
日
、

21
日
の
金
曜
日
（
全
３
回
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人
　

８
組
／
抽
選

講
師
　
山
崎
隆
雄
さ
ん
　
陶
芸
家

費
用
　
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費

等
）

申
し
込
み
　
７
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

夏
の
全
国交

通
安
全
運
動

 

７
月
11
日（
土
）〜
20
日（
月
）

安
全
は
　
心
と
時
間
の

ゆ
と
り
か
ら

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

夏
を
　
楽
し
く
安
全
に

　
夏
は
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
過

労
運
転
や
夏
特
有
の
解
放
感
に
よ

る
無
謀
運
転
な
ど
に
よ
り
、
交
通

事
故
が
多
発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組

み
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。防

災
安
全
課

内
線
２
５
４

防
災
安
全
担
当
FAX
（
７
４
）

９
１
４
１
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青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

　
７
月
は
青
少
年
の
非
行
防
止
強

調
月
間
で
す
。

　
こ
れ
は
学
校
が
夏
休
み
に
入
る

毎
年
７
月
を
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
と
定

め
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区
町

村
、
関
係
団
体
等
が
連
携
し
て
総

合
的
な
非
行
防
止
活
動
を
展
開
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
有
害
環
境
や
薬
物
乱
用
防
止
に

つ
い
て
、
地
域
で
青
少
年
を
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
５
青

少
年
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

障
害
が
あ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
相
談

　
身
体
な
ど
に
障
害
が
あ
り
、
来

年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
在
学
中
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
の
相
談
も
応
じ
て
い
ま
す
。

と
き
　
毎
週
月
〜
金
曜
日
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
教
育
研
究
室

内
容
　
学
校
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

※
電
話
で
の
相
談
も
応
じ
ま
す
。

申
し
込
み
　
教
育
研
究
室
へ
電
話

で
教
育
研
究
室

（
７
３
）
４
６

３
９
FAX
（
７
３
）
４
６
４
９

税
務
相
談

　
税
理
士
資
格
を
持
つ
相
談
員
が

税
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

と
き
　
原
則
毎
月
第
４
金
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
日
程
は
広
報
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
。

と
こ
ろ
　
町
役
場
２
階
町
民
相
談

室※
予
約
制
、
相
談
時
間
は
１
人
30

分
。町

民
課

内
線
１
７
２
住
民
協

働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」と
し
て
、県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
の
子
ど
も
人
権
専
門
委
員
が

電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
い
じ
め
や
体
罰
な

ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
心
配
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

※
６
月
28
日
（
日
）
〜
７
月
４
日

（
土
）
は
強
化
週
間
と
し
て
、
平

日
は
午
後
７
時
ま
で
、
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

潜
在
保
育
士
の
登
録

　
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
て

保
育
園
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
さ
む
か
わ
保
育
園
（
７
５
）

０
１
３
４

●
旭
保
育
園
（
７
５
）０
７
７
３

●
一
之
宮
愛
児
園

（
７
５
）

０
７
２
９

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

寒
川
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

　
７
月
26
日
（
日
）
の
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
戦
（
午
後
７
時
開
始
）

は
、
寒
川
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
人

を
対
象
に
、
お
得
な
「
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
を
当
日
販

売
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

０
４
６
３

（
２
５
）
１
２
１
１

　電力消費がピークとなる夏季に、県内の自治体や団体が、暮らしと仕事
の両面から省エネルギーを基調とした夏のワーキングスタイル・ライフス
タイルの実践を県民や事業者などに呼びかけています。
　皆さんも職場や家庭で、できることから取り組みましょう。
　
期間　９月30日（水）まで
＜暮らし＞冷房温度は28℃を目安に設定、不要な照明の消灯、電球型蛍
光灯の使用、カーテン・ブラインドの使用、ヘチマやゴーヤを使ったグ
リーンカーテンの育成
＜仕事＞冷房温度は28℃に設定、軽装での執務、不要な照明の消灯、昼
食時のエレベーター運転台数の縮小、使用していない事務用機器の電源オ
フ、ノー残業デーの一斉消灯

環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

夏は夏らしく過ごそう！２００９
かながわ夏季の省エネキャンペーン
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●
寄
付
金
　
４
万
８
１
１
０
円

　
寄
付
者
　
路
上
放
棄
車
処
理
協

力
会
神
奈
川
支
部
　
支
部
長
志
摩

寿
一
郎
さ
ん

　
路
上
放
棄
車
処
理
に
係
る
行
政

の
た
め
使
用

●
寄
付
物
件
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ピ
ア
ノ

　
寄
付
者
　
寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

7月　
１日㈬ 社会を明るくする運動[〜31日]

２日㈭ 環境審議会／次世代育成支援行動計画地域協議会／７か月児相談

３日㈮ 父親・母親教室

４日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）

５日㈰ 初心者クラシックギター講習会

６日㈪ 子育て広場

７日㈫ ビーズアクセサリー作り教室／１歳６か月児健診

８日㈬ 献血

９日㈭

10日㈮ おはなし広場／父親・母親教室

11日㈯ 夏の全国交通安全運動[〜20日]／フォークダンス初心者講習
会／ちびっこクッキング教室／おはなし会（寒川総合図書館）

12日㈰ 初心者クラシックギター講習会

13日㈪

14日㈫ ビーズアクセサリー作り教室

15日㈬

16日㈭

17日㈮ まちづくり推進会議／父親・母親教室

18日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）／親子でも楽しめる折り紙教室／ニュー
スポーツ体験講習会／さむかわエコネット目久尻川クリーン作戦

19日㈰ 初心者クラシックギター講習会

20日㈪ 浜降祭 海の日

21日㈫ 税夜間納税窓口[〜24日]／３歳６か月児健診

22日㈬

23日㈭ 夏休み動物ふれあい教室

24日㈮ 父親・母親教室

25日㈯ フォークダンス初心者講習会／おはなし広場／ちびっこクラフト
教室／おはなし会（寒川総合図書館）／ニュースポーツ体験講習会

26日㈰ 初心者クラシックギター講習会／がん集団検診

27日㈪ 離乳食講習会

28日㈫

29日㈬ 成人健康診査

30日㈭ こども工作教室

31日㈮
国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料、固定資
産税・都市計画税第２期、清掃手数料従量制第１期納付期限／寒川プ
ラネタリウム理科教室／お琴に親しもう教室／２歳児歯科相談

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報
を放送しています。

放送日 毎週月曜日　９：00〜９：30

再放送 毎週水曜日　20：30〜 21：00

　　　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジ
タル11ch、アナログ２ch）で、町の紹介をし
ています。
　今月は「次代を担う若者たち〜中学校部活動
紹介（寒川中学校編）」です。

放送日 ７月13日（月）〜25日（土）
８ ：30〜８ ：45　　12：00〜12：15
17：00〜17：15　　23：00〜23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介

ラ
ブ
　
会
長
中
嶋
孝
雄
さ
ん

　
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
使
用

●
寄
付
物
件
　
琴
２
張

　
寄
付
者
　
松
下
清
香
さ
ん

　
学
校
教
育
の
場
で
活
用

●
寄
付
金
　
５
万
２
５
７
５
円

　
寄
付
者
　
東
洋
無
線
シ
ス
テ
ム

労
働
組
合

　
福
祉
の
た
め
使
用

●
寄
付
金
　
５
万
円

　
寄
付
者
　
町
ゴ
ル
フ
協
会
　
会

長
高
橋
忠
常
さ
ん

　
一
般
行
政
の
た
め
使
用

●
寄
付
金
　
２
万
３
６
８
４
円
　

　
寄
付
者
　
匿
名
希
望

　
町
緑
化
基
金
に
活
用

●
寄
付
金
　
20
万
円

　
寄
付
者
　
株
式
会
社
厚
木
自
動

車
学
校
海
老
名
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス

ク
ー
ル
　
代
表
取
締
役
本
多
正
彦

さ
ん

　
交
通
安
全
対
策
事
業
に
活
用

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
災
安
全
課

内
線
２
５
５
管

財
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１



発
行

日
／

平
成

2
1
年

7
月

１
日

 編
集

・
発

行
／

寒
川

町
役

場
 〒

2
5

3‐
0
1
9

6
 神

奈
川

県
高

座
郡

寒
川

町
宮

山
1
6

5
 ☎

0
4

6
7（

74
）
1111

 FA
X
0

4
6
7（

74
）

9
1
41

 印
刷

／
㈱

グ
ラ

フ
N
o
.５
９
４

寒川町食生活改善推進団体　小林 （７４）７２３７

①ナスはへたを取り、縦半分に切り、１㎝幅

の斜め切りにする。塩水（分量外）にさら

してアクを抜き、しっかりと水気を切る。

②180℃くらいの油でナスを揚げる。よ

く油を切り、冷ます。 

③フライパンにサラダ油を熱し、ちりめん

じゃこを入れてカリカリになるまで炒

め、火からおろして紙の上に広げておく。

④セロリは４㎝の長さに切り、薄い短冊切

りにして、水にさらしてパリッとさせ、

水気を切る。

⑤（Ａ）を混ぜ合わせる。器にレタスを敷き、

ナスをのせて、セロリを散らし、（Ａ）を

かける。その上に、ちりめんじゃこを盛

りつける。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口 4 7 , 8 1 2 人	（同数）

世　帯 1 8 , 0 2 3 世帯	（1 0世帯増）
（　）内は前月との比較　

６月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　６月９日、町立寒川小学校で交通安全教

室を開催しました。

　当日は、交通指導員を先生に迎え、１・

２年生が道の歩き方、横断歩道・信号の渡

り方を練習したり、３

年生が自転車の乗り方

や手信号などの練習を

したりしました。

　 ま た ダ ミ ー 人 形 を

使って、実際の事故発

生の様子を再現した実

習を見た児童は、交通安全の大切さを実感したようでした。

　寒川町は自転車に関する事故が多い地域として２年連続

で自転車交通事故多発地

域に指定されています。

　自転車に乗るときは安

全運転を心がけ、事故の

な い 明 る い ま ち に し ま

しょう。

揚げナスのカリカリじゃこのせ

寒川浄水場を視察して

　５月14日、寒川取
しゅ

水
すい

堰
せき

と寒川浄水場を視察し
ました。富士山北

ほく

麓
ろく

の忍野八海を源流とし県中央
部を流れる相模川の水は、相模大堰や寒川取水堰
から取水され、水道用水として活用されています。
　寒川浄水場で浄水処理された水は、近隣11市
４町に供給されています。浄水場の施設内は管理
が行き届き、衛生的で安全な水を供給する設備が
整っていました。さらには施設の広さを利用した
太陽光発電も取り入れるなど、環境に配慮した対
策もしっかりと実践されていました。
　現在、県民が使用している水道用水は、県内の
水源ですべてまかなわれていますが、わたしたち
の生活に欠かすこ
とのできない「命
の水」を、これか
らも大切に使って
いきたいと思いま
す。

Letter from SAMUKAWA

ナス　４本／揚げ油　適量／ちりめんじゃこ　50g／

サラダ油　大さじ１／セロリ　１本／レタス　適量

（Ａ）しょうゆ　大さじ１／酢　小さじ２／ごま油　小さ

じ１／コショウ　少々

材料　４人分
１人分あたり110kcal・塩分1.5ｇ

町長からの
手紙

冷やしてもおいしいです。


